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に関するアンケート
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アンケートWGメンバー構成

土木学会 日本建築学会

上田多門 深圳大学 野口貴文 東京大学

中村　光 名古屋大学 清家　剛 東京大学

羽藤英二 東京大学 岡崎太一郎 東京大学

渡邊武志 ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 斉藤雅也 札幌市立大学

真田純子 東京工業大学 瀬田史彦 東京大学

小林將志 JR東日本 小野田泰明 東北大学

新美達也　 ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 小野寺篤 日本建築学会

三輪準二 土木学会
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社会価値WGメンバー構成

土木学会 日本建築学会

上田多門 深圳大学 野口貴文 東京大学

中村　光 名古屋大学 清家　剛 東京大学

加藤佳孝 東京理科大学 丸山一平 東京大学

羽藤英二 東京大学 瀬田史彦 東京大学

蒔苗耕司 宮城大学 久田嘉章 工学院大学

真田純子 東京工業大学 池田靖史 東京大学

小林將志 JR東日本 大橋竜太 東京家政学院大学

三輪準二 土木学会 小野田泰明 東北大学

小野寺篤 日本建築学会
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10代 1%
20代 19%
30代 18%
40代 21%
50代 25%
60代 12%
70代 3%
その他/答えたくない 1%

1%

19%

18%

21%

25%

12%

3%

1%

回答数：3992

1%1%

1-1.年齢
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• 20代、30代の若い技術者の回答が37%と多くなっている
• 10～50代までで84%となっている（現役世代が大多数）



86%

13%

0%

回答数：3992

1%

男性 86%

女性 13%

その他/答えたくない 1%
2%

35%

22%

21%

15%

5%

0% 0%

回答数：532

0%0%

10代 2%
20代 35%
30代 22%
40代 21%
50代 15%
60代 5%
70代 0%
その他/答えたくない 0%

1%

17%

17%

21%

27%

13%

3%

1%

回答数：3444

1%1%

10代 1%
20代 17%
30代 17%
40代 21%
50代 27%
60代 13%
70代 3%
その他/答えたくない 1%

1-2.性別
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• 男性が86%と多数を占める
• 女性は20代、30代の割合が57%と高くなっている

男性

女性



学生 9%

社会人および社会人経験者 91%

9%

91%
回答数：3992

1-3.現在の立場
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• 回答者の91%が社会人および社会人経験者となっている



47%

44%

7%
2%

回答数：3638

土木系

建築系

土木系・建築系以外の理系

文系/その他

建設系（土木）

建設系（建築）

建設系以外の理系

文系/その他

33%

53%

8%
6%

回答数：436

35%

62%

2%
1%

回答数：96

49%

48%

2%

1%

回答数：354

2-1. 学部、学科等の種別
学生 ：現在所属または希望している学部、学科等の種別
社会人：学生時に所属した学部、学科等の種別
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現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

学生 学生女性

社会人 社会人女性

• 全体では土木系、建築系が半々程度となっているが、女性は建築系が多くなっている。



16%

8%

26%

5%
8%

17%

12%

7%
1%

回答数：345

10%
2%

37%

0%0%

20%

15%

14%
2%

回答数：59

0%0%

32%

6%

12%12%

20%

18%

0.00% 0.00% 0.00%

回答数：34

0%0%0%

9%
3%

36%

0% 0%

16%

19%

14%
3%

回答数：169

0%0%

23%

14%

16%9%

16%

17%

5%
0%

0%

回答数：176

0%0%

18%

3%

28%

4%
8%

19%

10%

9%
1%

回答数：93

全体

2-2.現在所属または希望している専門分野等の種別
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学生回答

土木系

土木系女性

建築系

女性 建築系女性

• 構造関連が26%と最も多く、
特に建築系は36%と多い

• 建築系は施工関連が少ない
• 土木系女性は材料関連が

32%と多い

材料関連（土木材料、建築材料）
施工関連（建設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・測量含む）
構造関連（地震工学、建築構造含む）
地盤関連
水工学関連
計画関連(交通工学･都市計画含む)
環境システム･設備関連
建築史･意匠関連
情報関連



31%

10%

7%
23%

20%

3%

1%
5%

0%

回答数：233

4%

12%

22%

34%

24%

2%
1% 1% 0%

回答数：143

1%1%0%

22%

9%

13%
27%

21%

4%

1%
3%

0%

回答数：436

22%

5%

9%

32%

21%

5%

1%
5%

0%

回答数：1587

9%

9%

26%

34%

17%

3%

1%
1%
0%

回答数：1711

研究・教育機関
官公庁・自治体
公共公益ｲﾝﾌﾗ関係
建設業
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・設計事務所
製造業・ﾒｰｶｰ
デベロッパー
どこにも所属していない
学術団体

16%

7%

17%

32%

18%

6%

1%
3%
0%

回答数：3638

2-3.現在のあなたの所属（最も近いもの）
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• 土木、建築共に「建設業」
従事者が多い

• 建築は「研究・教育機関」、
土木は「公共公益インフラ
関係」が多い

社会人および社会人経験者回答

全体

建築系土木系

土木系女性 建築系女性女性



材料関連
施工・建設マネジメント
構造・地震関連
地盤関連
水工学関連
計画・交通・都市関連
環境システム・設備関連
建築分野全般
情報関連

8%

33%

22%

3%
3%

22%

6%

0%
3%

回答数：3638

4%

18%

19%

1%
0%

45%

12%

0%
1%

回答数：233

4%

43%

20%

6%

6%

14%

4%

0%
3%

回答数：143

5%

26%

17%
3%3%

34%

9%

0%
3%

回答数：436

7%

21%

27%
2%

0%

31%

10%

0%

2%

回答数：1587

5%

48%

20%

5%

6%

13%

2%

0%1%

回答数：1711

2-4.現在あなたが主に携わっている，あるいは社会人時代に主に携わってい
た業務における専門分野（最も近いもの）
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• 土木は「施工・建設マネジメ
ント」で48%と多い

• 建築は「計画関連」と「構
造・地震関連」で約60%

• 建築系女性は計画関連が
45%と多い

社会人および社会人経験者回答

建築系土木系

土木系女性女性 建築系女性

全体



評価の高さ（地位、社会に役立つ）
興味・魅力（学習内容、モノづくり）
将来性（分野の発展）
収入（就職、安定性）
イメージの良さ（ネット、テレビ）
他者の勧め（学校、周囲）
受験結果で決められた
なんとなく（学力の一致など）
その他

評価の高さ（地位、社会に役立つ）
興味・魅力（学習内容、モノづくり）
将来性（分野の発展）
収入（就職、安定性）
イメージの良さ（ネット、テレビ）
他者の勧め（学校、周囲）
受験結果で決められた
なんとなく（学力の一致など）
その他

4%

74%

6%

3%

0% 4%
8%

1%

回答数：93

6%

65%

6%

8%

1% 4%
7% 2%

回答数：345

4%

69%

3%
3%

1% 3%
3%

8%
6%

回答数：436

6%

60%
4%
3%

1%
5%

3%

11%

7%

回答数：3638

3-1. 志望理由
学生 ：土木系あるいは建築系の教育課程を選択する際の志望理由
社会人：土木系あるいは建築系の教育課程を選択した際の志望理由
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社会人全体 社会人女性

• 「興味・魅力」により当該分野に志望した割合が高く、女性ほどその傾向が強い
• 「なんとなく」志望した割合は、社会人の方が学生と比べて多い
• 土木・建築を志望した理由「興味・魅力（学習内容・モノづくり）」が60％以上

→志望したときに感じている「魅力」を発展させることが大事か。

学生全体

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

学生女性



現在

過去

43%

16%
4%

14%

16%

3% 4%

回答数：3638

40%

16%3%

13%

16%

8%
4%

回答数：345

41%

9%1%6%

30%

4%
9%

回答数：3638

34%

18%
2%

12%

24%

4% 6%

回答数：345

3-2.3-5.
①土木系あるいは建築系を学ぶ前に持っていたイメージで特に良いものは？
②現在のイメージで特に良いものは？
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①学生

• 学ぶ前と現在でもともに「人々の暮らしを
便利に快適にする」が最も多い。

• 社会人は「人々を自然災害から守る」、
「市民生活の安全安心を守る」が大幅に
増加する

• 「創造性が高く達成感を得られる」は学
生、社会人とも学ぶ前から減ってしまう。

→「創造性」について、イメージの低下に
課題があるか。

①社会人

②学生 ②社会人

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

人々の暮らしを便利に快適にする
人々を自然災害から守る
自然災害後にすぐに復旧する
市民生活の安全安心を守る
創造性が高く達成感を得られる
求人や収入が安定している
特によいイメージはない



世の中の評価が低い
創造性に乏しい
（ワクワク感、達成感）
無駄な公共事業を行っている
談合、天下りなど業界の体質
危険で汚れる職場環境
休日がなく長時間労働
転勤が多く定住できない
特に悪いイメージはない

世の中の評価が低い
創造性に乏しい
（ワクワク感、達成感）
将来に不安が有る
（安定求人、仕事多い）
イメージが悪い（ネット、テレビ）
周囲の評価が低い
（家族、友人）
特に悪いイメージはない

17%

2%

6%

13%

16%

34%

5%
7%

回答数：3638

14%

2%

16%

14%

4%

50%

回答数：436

21%

1%

15%

24%

5%

34%

回答数：143

10%
2%

18%

9%

3%

58%

回答数：233

14%
1%

13%

16%

2%

54%

回答数：1587

28%

2%

9%

29%

4%

28%

回答数：1711

21%

2%

11%

22%3%

41%

回答数：3638

現在

過去

3-3.3-6.
①土木系あるいは建築系を学ぶ前に持っていたイメージで特に悪いものは？
②現在のイメージで特に悪いものは？
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社会人および社会人経験者回答
①全体

①土木系

①土木系女性

①建築系

①女性 ①建築系女性

• 建築は「特に悪いイメージはない」割合が54%となっている
• 土木は「イメージが悪い」と「世の中の評価が低い」で57%となっている
• 学ぶ前も「世の中の評価が低い」が21％で3位、現在も17％で2位と、上位にある。

→世の中の評価が低いと感じていることについては、何らか取り組みが必要か。

②全体



1%, 20

14%, 494

40%, 1463

15%, 533

76%, 2778

15%, 562

69%, 2509

24%, 864

その他

文化的発展に寄与する

経済的な発展に寄与する

人生を豊かにする（娯楽、余暇）

快適な生活環境を作る

文化的価値を保全する

人命と財産を守る

地球環境を守る

0 1000 2000 3000

1%, 2

11%, 39

26%, 91

29%, 100

73%, 252

20%, 69

59%, 203

36%, 125

その他

文化的発展に寄与する

経済的な発展に寄与する

人生を豊かにする（娯楽、余暇）

快適な生活環境を作る

文化的価値を保全する

人命と財産を守る

地球環境を守る

0 100 200 300

4-1.土木工学（あるいは土木技術者）、建築学（あるいは建築設計者・技
術者）の重要な役割（３つまで選択可）
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• 「快適な生活環境を作る」、「人命と
財産を守る」は学生、社会人共に
多い

• 社会人では、「経済的な発展に寄
与する」と考える割合が高い

• 「地球環境を守る」については、学
生が36％と3位だが社会人は24％
の4位に低下。

• 土木と建築の連携においては「地
球環境を守る」が3位（57％、48％）
と上位で高い値。

→実務において「地球環境を守る」意
識を実感できるような取り組みが必要
か。（後記の7-4では、）土木と建築の
連携においては「地球環境を守る」が
期待されている。

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

社会人

学生



4-4.土木建築分野における情報通信技術（ICT）の役割や今後重要となる
事項をどのように考えますか。（３つまで選択可）
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• 学生は、突出した技術が無く、全体に重要な技術として選択している
• 社会人は、「施工の自動化・ロボット」、「DXによる業務効率化」の効率的な作業が行

えるような考えが多い

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

13%, 479

41%, 1497

13%, 475

13%, 482

28%, 1019

23%, 851

43%, 1561

19%, 705

26%, 935

8%, 301

40%, 1454

ICT教育・リスキリング

DXによる業務効率化

数値シミュレーションの活用

デジタルアーカイブ（都市・建築物の記

録等）

構造物のモニタリング（センシング・画像

認識等）

BIM/CIMによる維持管理

施工の自動化・ロボット

AIによる自動設計

都市・建築物のスマート化

デジタルツイン/CPSの構築

BIM/CIMの標準化

0 1000 2000 3000

12%, 40

19%, 66

21%, 73

18%, 62

21%, 73

23%, 78

33%, 114

26%, 91

34%, 116

10%, 34

38%, 129

ICT教育・リスキリング

DXによる業務効率化選

数値シミュレーションの活用

デジタルアーカイブ（都市・建築物の記

録等）

構造物のモニタリング（センシング・画像

認識等）

BIM/CIMによる維持管理

施工の自動化・ロボット

AIによる自動設計

都市・建築物のスマート化

デジタルツイン/CPSの構築

BIM/CIMの標準化

0 100 200 300

BIM/CIMの標準化

デジタルツイン/CPSの構築

都市・建築物のスマート化

AIによる自動設計

施工の自動化・ロボット

BIM/CIMによる維持管理

構造物のモニタリング
（センシング・画像認識等）

デジタルアーカイブ
（都市・建築物の記録等）

数値シミュレーションの活用

ICT教育・リスキリング

DXによる業務効率化

BIM/CIMの標準化

デジタルツイン/CPSの構築

都市・建築物のスマート化

AIによる自動設計

施工の自動化・ロボット

BIM/CIMによる維持管理

構造物のモニタリング
（センシング・画像認識等）

デジタルアーカイブ
（都市・建築物の記録等）

数値シミュレーションの活用

ICT教育・リスキリング

DXによる業務効率化

社会人学生



研究・教育機関
官公庁・自治体
公共公益ｲﾝﾌﾗ関係
建設業
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・設計事務所
製造業・ﾒｰｶｰ
デベロッパー
どこにも所属していない
学術団体

30%

7%

8%25%

23%

3%

1%
3%
0%

回答数：340

13%

10%

25%31%

16%

3%
1% 1% 0%

回答数：367

1%1%0%

20%

9%

17%28%

19%

4%

1%
2%
0%

回答数：761

22%

15%

7%
9%

13%

3%

7%

0%

21%

3%

回答数：3638

27%

8%

4%
8%18%

2%

9%

0%

21%

3%

回答数：1599

16%

22%

10%
11%

9%

3%
5%

0%

22%

2%

回答数：1701

全体
建築系土木系

建築系土木系全体

5-1.土木や建築分野で再就職するなら、どのような業種に就職したいと思
いますか？
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社会人および社会人経験者回答

「今と同じ業種」と回答した方の現在の所属

研究・教育機関
官公庁・自治体
公共公益ｲﾝﾌﾗ関係
建設業
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・設計事務所
製造業・ﾒｰｶｰ
デベロッパー
IT
今と同じ業種
その他

• 今と同じ業種が良いと考えている人は21%となっている。
• 研究・教育機関に再就職したいと考えている割合が22%と最も高い



（社長、学長、箇所長などのマネジメント職）

（教授、研究室長、ベンチャー企業CEOなどのマネジメント職）

特になし
その他

通常の技術を有する一般の技術者、実務者、
研究者（マネジメント職以外）

高い専門性を有するスペシャリストの管理者

経営者、所属長等のゼネラリストの管理者

高い技術力を有するスペシャリスト、優秀な
実務者、研究者（マネジメント職以外）

22%

22%
37%

15%

0%

4%

回答数：3638

13%

24%

44%

15%

0%
4%

回答数：233

17%

10%

39%

31%

0%

3%

回答数：143

14%

21%

40%

21%

0%

4%

回答数：436

17%

26%

41%

10%

1%
5%

回答数：1587

27%

19%33%

19%

0%

2%

回答数：1711

全体

5-2.あなたは、今後どのような地位・役職を目指しますか？

16

土木系

土木系女性

建築系

女性 建築系女性

• スペシャリストを目指す割合が
37％と最も高く、建築系の方
が41％と傾向が強い

• 土木系女性は一般技術者の
割合が31%と高い

社会人および社会人経験者回答



海外勤務のみ
　（国内勤務を希望しない）
海外勤務を基本としながら
機会があれば国内でも働きたい
国内勤務を基本として
機会があれば海外でも働きたい
国内勤務のみ
　（海外勤務を希望しない）

1%7%

61%

31%

回答数：1587

2%5%

47%

46%

回答数：1711

2% 6%

53%

39%

回答数：3638

3%
10%

58%

29%

回答数：169

5%
5%

44%

46%

回答数：176

4% 7%

51%

38%

回答数：345

17

• 学生の方が社会人よりも海外勤務を志望する割合が高い
• 学生、社会人ともに、国内勤務を基本と考える割合が高い
• 学生、社会人ともに、建築系の方が海外志望の割合が高い

5-4.あなたは、海外で活躍したいと思いますか？
40歳以上の方は40歳以下に戻れた場合に海外で活躍したいと思いますか？

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）
学生全体

土木系

社会人全体

建築系土木系 建築系



海外の人々から感謝されたいから

世界に貢献する仕事をしたいから

国内より影響力のある大きな仕事に関われるから

国内では出来ない規模の仕事があるから

海外の人々と連携しながら目的を達成したいから

国内より創造的な仕事ができそうだから

高い地位や収入が得られそうだから

語学力に自信があるから

海外で活躍した方が評価を受けるから

国内の人々、身近な人から感謝されたいから

我が国に貢献する仕事をしたいから

国内の方が影響力のある大きな仕事に関われるから

我が国の人々と連携しながら目的を達成したいから

国内の方が創造的な仕事に関われそうだから

高い地位や収入が得られそうだから

語学力に自信が無いから

国内で活躍した方が評価を受けるから

親兄弟、妻子などがいて海外勤務ができないから

国内の人々、身近な人から感謝されたいから

我が国に貢献する仕事をしたいから

国内の方が影響力のある大きな仕事に関われるから

我が国の人々と連携しながら目的を達成したいから

国内の方が創造的な仕事に関われそうだから

高い地位や収入が得られそうだから

語学力に自信が無いから

国内で活躍した方が評価されるから（かっこいい）

5%

27%

3%

8%
4%

1%

23%

1%

28%

回答数：3352

15%

34%

4%10%
3%

3%

30%

1%

回答数：307

海外の人々から感謝されたいから

世界に貢献する仕事をしたいから

国内より影響力のある大きな仕事に関われるから

国内では出来ない規模の仕事があるから

海外の人々と連携しながら目的を達成したいから

国内より創造的な仕事ができそうだから

高い地位や収入が得られそうだから

語学力に自信があるから

海外で活躍した方が評価されるから（かっこいい）

13%

24%

8%
8%

16%

16%

5%
5%

5%

回答数：38

3%

33%

8%
12%

19%

18%

4% 2%
1%

回答数：286

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

5-5.
①あなたが、海外勤務を基本としたいのは何故ですか？
②あなたが、国内勤務を基本としたいのは何故ですか？

18

②社会人

• 国内勤務を希望する方は、「我が国に貢献する仕事をしたい」、「語学に自信が無い」の割
合が高い」

①学生 ①社会人

②学生

海外勤務

国内勤務



11%

21%

5%
2%

16%
12%

16%

17%

回答数：1587

18%

25%

11%4%

15%

7%

4%

16%

回答数：1711

材料関連（土木材料、建築材料） 
施工関連（建設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・測量含む）
構造工学関連
（地震工学、建築構造含む）
地盤関連
水工学関連
計画学関連
（交通工学・都市計画含む）
環境システム・設備関連
建築史・意匠関連
情報関連

15%

23%

8%3%15%

10%

10%

16%

回答数：3638

17%

18%

3%
4%

19%

20%

19%

0%

回答数：169

20%

21%

12%8%

20%

8%

11%

0%

回答数：176

19%

20%

7%
6%

19%

14%

15%

0%

回答数：345

学生全体

5-6.土木・建築分野の他の分野を再度学び直すことが可能ならどんな分野を
学びますか？（最新の情報、技術の活用を前提）

19

土木系

社会人全体

建築系土木系 建築系

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

• 社会人は構造工学関連、材料関連に加えて、情報関連の割合が16%と高い



10%

68%

8%

14%

回答数：1587

13%

57%

19%

11%

回答数：1711

12%

62%

14%

12%

回答数：3638

11%

65%

24%

0%

回答数：169

13%

49%

38%

0%

回答数：176

11%

57%

31%

1%

回答数：354

一つの学会として活動すべき

内容に応じて協働して活動すべき

分からない

別々に活動すべき

学生全体

7-1.土木学会と日本建築学会は本来一つの学会として活動すべきと思い
ますか？

20

土木系

社会人全体

建築系

• 「内容に応じて協働して活動すべき」と考える割合が高い

土木系 建築系

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）



65%

35%

回答数：1211

65%

35%

回答数：1208

64%

36%

回答数：2651

35%

65%

回答数：119

28%

72%

回答数：133

31%

69%

回答数：259

学生全体

7-3.現在、業務上や研究上で、土木と建築とが分かれていることで不便を
感じたことはありますか？

21

社会人全体

• 社会人は不便を感じている割合が高い

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

はい

いいえ

土木系 建築系土木系 建築系



7-4.
①土木・建築が連携するにあたって、どのようなところに不便を感じていますか？（３つまで選択可）

②今後、土木と建築はどのような内容に対して連携して取り組むべきと考えますか？（３つまで選択可）

22

法令の煩雑さ： 例）一つの事業でも扱うものによって参照すべき法令が異なる 技術の違い： 例）技術基準、用語・数式、ツールなどが異なっていて、誤解が生じる
組織の壁： 例）所属組織、学協会、業界などが異なり、事業・研究などに支障が出る 値観の違い： 例）受けてきた教育の違い等により、基本的に目指すところが違うなど価値観が異なる
連携による業務増： 例）連携にあたって通常よりも作業量や調整が増加する

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

3%, 48

1%, 20

16%, 265

44%, 754

45%, 764

72%, 1227

60%, 1028

その他

分からない

連携による業務増

価値観の違い

組織の壁

技術の違い

法令の煩雑さ

0 500 1000 1500

1%, 1

5%, 4

16%, 13

44%, 36

40%, 32

53%, 43

30%, 24

その他

分からない

連携による業務増

価値観の違い

組織の壁

技術の違い

法令の煩雑さ

0 20 40 60 80

・全国大会の日が重なっている
・材料、仕様などの違い 等

①社会人①学生

2%, 16

2%, 22

14%, 131

34%, 317

15%, 140

55%, 516

22%, 206

64%, 604

48%, 452

その他

分からない

文化的発展に寄与する

経済的な発展に寄与する

人生を豊かにする（娯楽、余暇）

快適な生活環境を作る

文化的価値を保全する

人命と財産を守る

地球環境を守る

0 200 400 600 800

2%, 3

8%, 15

22%, 39

20%, 35

57%, 101

28%, 50

58%, 104

57%, 101

分からない

文化的発展に寄与する

経済的な発展に寄与する

人生を豊かにする（娯楽、余暇）

快適な生活環境を作る

文化的価値を保全する

人命と財産を守る

地球環境を守る

0 50 100 150

②社会人②学生

• 社会人は法令の煩雑さを不便に感じる割合が高い
• 社会人は土木と建築が連携して経済的な発展に寄与すると考えるようになる



0.4%, 1

36%, 94

4%, 11

42%, 109

57%, 148

73%, 189

22%, 56

その他

複合災害対策（上記災害の同時・連続発生へ

火山噴火対策（噴石や降灰への土木的対策・

土砂災害対策（ハザードマップ整備、砂防など

…

水害対策（ハザードマップ整備、堤防など土木

…

震災対策（被害想定、老朽建築・施設の耐震

火災対策（耐火・消防・避難など）

0 50 100 150 200 250

7-5.『人の命と財産を守る』ために、土木と建築は具体的にどのような事
柄に対して、特に連携して取り組むべきと考えますか？（３つまで選択可）

23

火災対策

震災対策

水害対策

土砂災害対策

火山噴火対策

複合災害対策

その他

現在の立場別回答（学生・社会人および社会人経験者）

社会人学生

火災対策 ： 耐火・消防・避難など
震災対策 ： 被害想定、老朽建築・施設の耐震補強など
水害対策 ： ハザードマップ整備、堤防など土木的対策、止水・防水・垂直避難など建築的対策など
土砂災害対策： ハザードマップ整備、砂防など土木的対策、防護壁・垂直避難など建築的対策など
火山噴火対策： 噴石や降灰への土木的対策・建築的対策など
複合災害対策： 上記災害の同時・連続発生への対策

2%, 54

42%, 1100

3%, 79

45%, 1186

65%, 1730

78%, 2076

19%, 509

0 1000 2000

火災対策

震災対策

水害対策

土砂災害対策

火山噴火対策

複合災害対策

その他

• 学生、社会人の傾向は類似している
• 震災対策、水害対策に対して連携して取り組むべきと考える割合が高い



15%

51%

29%

5%

回答数：233

15%

47%

33%

5%

回答数：143

16%

49%

30%

5%

回答数：436

17%

53%

25%

5%

回答数：1587

18%

52%

26%

4%

回答数：1711

18%

52%

25%

5%

回答数：3638

全体

8-1.仕事や研究を遂行するにあたって、安全性、経済性の確保、法令遵守、期限順守など高い
倫理観が求められることにより、現在の状況にストレスを感じていますか？社会人経験者の方
は、過去の経験を踏まえストレスの感じ方についてどのように考えますか？

24

土木系

土木系女性

建築系

女性 建築系女性

• 7割がストレスを感じている
• 女性の方がストレスを感じ

る割合がやや少ない

社会人および社会人経験者回答

強いストレスを感じる

ややストレスを感じる

あまりストレスを感じない

ストレスを感じない



25

8-2.ストレスを感じる方にお聞きします。どうしたらストレスが軽減できると
思いますか？ （２つまで選択可）

社会人および社会人経験者回答

• 作業効率の向上や工期、労働・職場環境がストレスの要因となっている割合が高い
• 給与水準はほとんどストレスの要因となっていない

全体

4%, 99

0.3%, 8

1%, 18

10%, 263

15%, 376

26%, 656

28%, 700

31%, 791

34%, 857

36%, 905

0 500 1000 1500 2000 2500

生産性の低い業務を廃止し
仕事量を減らす

適切な工期設定

システム化を進め生産性を
上げ業務量を適正にする

労働環境、職場環境を改善

処遇改善、サポート体制を
充実させる

労働時間を制限し長時間
労働の是正を行う

休日、休暇日数を増やす

給与水準の向上

発注者からの理解・協力

その他

女性

3%, 9

0%, 1

1%, 2

9%, 24

21%, 60

31%, 87

29%, 82

26%, 73

35%, 100

29%, 81

0 50 100 150 200 250

生産性の低い業務を廃止し
仕事量を減らす

適切な工期設定

システム化を進め生産性を
上げ業務量を適正にする

労働環境、職場環境を改善

処遇改善、サポート体制を
充実させる

労働時間を制限し長時間
労働の是正を行う

休日、休暇日数を増やす

給与水準の向上

発注者からの理解・協力

その他



3%, 27

25%, 250

27%, 266

25%, 247

37%, 360

67%, 659

その他

労働環境の安全性、快適性の向上

システム化の推進による生産性の向上

週休2日、長期休暇取得の義務化

労働時間を制限し長時間労働を是正

給与水準の向上

0 200 400 600 800

7%

64%

29%

回答数：476

13%

57%

30%

回答数：510

10%

59%

31%

回答数：1099

8-3.
①建設業全体に対して、担い手、働き手の待遇は適正だと思いますか？
②待遇は、どのような改善がなされるべきだと思いますか？（２つまで選択可）

26

①建築系①土木系

社会人および社会人経験者回答

• 待遇に不満を感じている割合が高い
• 給与水準を上げることで待遇が適正に

なると考えている

②①全体

適正である

適正でない

どちらとも言えない



14%, 143

3%, 28

8%, 83

24%, 243

24%, 245

36%, 375

51%, 521

その他

完成式典などへの出席機会を作り出す

完成物に対し名前が残るようにする

建設関係者、労働者の呼称を海外に倣い変更する

災害復旧後に従事者を称賛する風潮に作り上げる

周囲の人から仕事について尊敬される機会の創設

建設関係者の評価を報道、メディアなどで発信する（例：自衛隊）

0 200 400 600 800 1000

12%, 124

4%, 36

8%, 85

27%, 280

36%, 369

36%, 373

37%, 385

0 200 400 600 800 1000

報道、メディアなどで努力を評
価されることが無い

73%

15%

12%

回答数：34

56%
23%

21%

回答数：68

63%

19%

18%

回答数：113

①全体

8-4.
①建設技術者の社会的な地位は、適正に評価されていると思いますか？
②適正に評価されていないと感じるのはどのような時ですか？ （２つまで選択可）
③適正に評価されるためには、どのような改善がなされるべきだと思いますか？（２つまで選択可）

27

社会人および社会人経験者回答

①建築系①土木系

周囲の人から仕事について
尊敬される機会がない

現場の建設労働者に対する
呼称が「作業員」とされる

災害復旧などの危険な作業
を行っても称賛されない

苦労して完成させた構造物等
に名前が残らない

完成式典などに招待されるな
ど評価される機会がない

その他

・給与水準が低い
・仕事の内容が理解されていない
・評価されていないと思わない 等

③

建設関係者の評価を報道、メ
ディアなどで発信する（例：自衛隊）

周囲の人から仕事について尊
敬される機会の創設

災害復旧後に従事者を称賛す
る風潮に作り上げる

建設関係者、労働者の呼称を
海外に倣い変更する

完成物に対し名前が残るように
する

完成式典などへの出席機会を
作り出す

その他

・給与水準が低い
・仕事の内容を一般に紹介する
・評価されていないと思わない 等

適正である

適正でない

どちらとも言えない

• 建築系の社会的な地位は適正と考えている割合が高い
• 適正と考えている割合は、建築系と比べると土木系が低い
• 情報発信が足りないと考えている割合が高い

②



28

・速報結果のうち注目すべき結果についていくつかコメントする。

＜3-1.志望理由＞
・土木・建築を志望した理由「興味・魅力（学習内容・モノづくり）」が60％以上

→志望したときに感じている「魅力」を発展させることが大事か。

＜3-2.学ぶ前のイメージで良いもの、3-5.現在のイメージで良いもの ＞
・学ぶ前と現在でもともに「人々の暮らしを便利に快適にする」が最も多い。
・「創造性が高く達成感を得られる」は学生、社会人とも学ぶ前から減ってしまう。

→「創造性」についてのイメージの低下について課題があるか。

＜3-3.学ぶ前のイメージで悪いもの、3-6.現在のイメージで悪いもの ＞
・学ぶ前も「世の中の評価が低い」が21％で3位、現在も17％で2位と、上位にある。

→世の中の評価が低いと感じていることについては、何らか取り組みが必要か。

＜4-1.技術者の重要な役割、7-4.土木と建築の連携＞
・「地球環境を守る」については、学生が36％と3位だが社会人は24％の4位に低下。
・土木と建築の連携においては「地球環境を守る」が3位（57％、48％）と上位で高い値。

→実務において「地球環境を守る」意識を実感できるような取り組みが必要か。

土木と建築の連携においては「地球環境を守る」が期待されいてる。

社会価値WGの観点から
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アンケートにご協力頂き、ありがとうございました。
今後、詳細な分析を行い、その結果を公表する予定です。

社会価値ＷＧより

アンケートＷＧより

今後、アンケート結果を詳細に分析し、
社会価値ＷＧの活動につなげていく予定です。
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ご清聴ありがとうございました。


